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【結果】5例中 4例(80%)の良性脊索病変は骨内に限局していたが、33例中 31例（94%） 
の脊索腫は骨内外両方に存在していた。2）すべての良性脊索病変は種々の骨硬化性変化を示し骨破
壊性変化は認めなかったが、脊索腫は全例において骨破壊性変化を示した。3）すべての良性脊索病






















例中 28例の脊索腫は T2強調画像にて高信号を示した。5例中 4例の BNCT、33例中 27例の脊索腫は
T2 強調画像にて不均一な信号強度を示した。良性脊索病変には全例で造影効果を認めなかったのに
対し、脊索腫は造影剤投与後に様々な程度の造影増強効果を示した。これらの結果は、過去の報告例
に類似するものであった。 
以上のことから、放射線学的検討は良性脊索病変と脊索腫の鑑別に寄与すると考えられた。画像に
より良性脊索病変と脊索腫を鑑別することは治療方針の決定や予後を予測する上で重要であり、今後
益々の臨床応用が期待される。よって本研究は博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判定さ
れた。 
 
